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生涯学習公開セミナー始まる

歯科医療を取り巻く著しい環境変化のなかで，

もはや大学教育で身につけた知識，技術だけで

は，患者のニーズに十分に対応することが難しく

なってきています．そのため，歯科医1人ひとり

が生涯を通して絶えず新しい知識や技術の習得に

取り組むことが必要になってきました．

平成15年度に発足しました日本補綴歯科学

会・生涯学習検討委員会では，生涯学習の環境基

盤整備について検討しております．生涯学習を推

進するには，まず臨床家が参加したい，学びたい

という関心，意欲に沿うような研修の場の提供が

重要となります．そこで，各支部の協力を頂き，

生涯学習公開セミナー」を企画致しました．

生涯学習公開セミナー」は学会員ばかりでは

なく，非会員の臨床家も対象とし，補綴の知識や

技術の向上を目的とし，支部の活性化をも視野に

いれた新しい試みです．どなたも無料で参加でき

ます．1人でも多くの方が参加者されるよう，ア

ナウンス頂ければ幸いです．

今年度は5回の開催が予定されていますが，す

でに開催が決定されている「生涯学習公開セミ

ナー」の支部（テーマ，日時，場所）をお知らせ

いたします．ほかの支部におきましても順次開催

を予定しておりますので，その都度ホームペー

ジ，ニュースレターなどでお知らせいたします．

（生涯学習検討委員会 早川 )

2003年生涯学習公開セミナーご案内

1. 中国・四国支部

開催日時：平成15年9月7日（日）

13：30～15：30（実施済み）

開催場所：鳥取県立県民文化会館

(鳥取市尚徳町101-5）

テーマ：コンプリートデンチャーを再 する

講師：早川 （東京医科歯科大学大学院医歯学

総合研究科摂食機能評価学分野

教授）

中尾勝彦（尾道市開業，日本補綴歯科学会

中国・四国支部長）
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2. 九州支部

開催日時：平成15年11月29日(土）

15：00～17：20

開催場所：沖縄県市町村職員共済組合自治会館

(那覇市旭町14）

テーマ：審美的インプラントの上部構造の製作法

講師：城戸寛史（福岡歯科大学咬合修復学講座助

教授）

最近のインプラントの特徴」

山下恒彦（デンテック代表取締役）

プロセラシステムを用いた最新補綴事情」

内海賢二（愛歯・東京営業所所長）

クリエーション陶材を用いたジャケッ

トクラウンの製作法」

3. 東海支部

開催日時：平成15年11月30日(日）

14：40～16：50

開催場所：アクトシティ浜松

(静岡県浜松市板屋町111-1）

講師：北川原 健（長野市開業）

補綴を支える歯周処置」

蒔田 人（静岡市開業）

日常臨床における精密印象」

学術大会の年 回化開催へ向けての
検討始まる

2002年春，全評議委員に対して行った「補綴

学会の年2回開催の問題点のアンケート結果」を

踏まえ，学術大会の年1回化の実現に向けた検討

が始まった．

平成15年8月30日（土）第1回日本補綴歯科

学会年1回化ワーキング（メンバー：大山喬史会

長，赤川安正，野首孝祠両副会長，平井敏博，河

野正司，櫻井 薫，冲本公繪，早川 の各理

事，馬場一美，越野 寿，鈴木哲也の各幹事）が

東京医科歯科大学にて開催された．

本ワーキングは，年1回化にすることでどんな

問題があり，それらがどう解決できるのか，これ

らの解決策ができれば年1回化ができるとの前提

で協議をして欲しいとの大山会長の指示のもと，

今後，赤川副会長を本ワーキング座長，越野庶務

幹事を幹事として，支部学会や生涯教育セミ

ナー，認定医申請，発表方法，総会機能その他に

ついて検討を進めていくことになった．

（副会長 赤川安正)

顎関節症治療ガイドライン設定

日本歯科医師会疑義解釈委員会において，口腔

外科学会社会保険委員会提案と日本補綴歯科学会

「顎機能障害の診療ガイドライン」に基づいて，

『病診連携のための顎関節症治療ガイドライン』

がほぼ大枠で合意に達し，現在，厚労省に対する

最終答申案を調整中である．

治療対象と治療目標をどのように設定するか」

という見地から検討されたものである．

顎関節機能障害度分類により4段階（障害な

し，障害軽度，中程度障害，重度障害）に分類

し，それに基づき一次医療機関と高次医療機関の

治療対象と治療目標を設定する．また一次医療機

関より高次医療機関への紹介基準を設定すること

を基本とするガイドラインである．

【詳細はホームページに掲載予定】

（医療問題検討委員会 市川哲雄)

LetterforMembers春特別号の
アンケート報告

第109回日本補綴歯科学会学術大会時に発刊し

たLetterforMembers春特別号で行ったアン

ケート結果を報告する．質問，ご意見に対する回

答は，該当する委員会の委員長が行った．

アンケート項目

1) 学術大会に関するご意見

2) 日本補綴歯科学会に対するご意見・ご希

望

3) 広報委員会に対するご意見・ご希望

1) 学術大会に関するご意見

● 今回もそうでしたが上下顎歯列弓を上下顎

「じょうげがく」と話す演者が多くみられます．席

序列の時は上下 じょうげ ですが，上下顎のとき

は「じょうかがく」と発音するのが正しい筈です．

回答（用語検討委員会）

委員会で種々検索しましたが，明確な基準は

不明でした．しかし，委員会としてはご指摘の

通り， じょうかがく」を推奨いたします．
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● 今回の第2会場では，狭くて立見が多く，入

りきれないで退場した会員も多くみられた．

何年か前，どこかの会場（忘れた）でもあった．

メイン会場は広すぎ，第2，第3会場は狭すぎと

いうのは，公設の会場ではよくあることだが，下

見の際にしっかり確かめることが重要．また，座

長もしっかり会場をみて整理することも必要．

● 第1，第2会場の大きさの差がありすぎた．

回答

主管校は努力はしておりますが，会場の件は

地域性などがあり，現実問題として理想的な会

場設営は難しい場合もあります．

● 現在，世の中は禁煙の傾向にあるが，歯科界

では本学会を含め，会場内で休息できるところに

は必ず灰皿があり，タバコを吸わない人も多いの

に，そういう先生たちの休息する場所がない．歯

科医も“医”なのだから，会場施設内は全面禁煙

にするべきだと思う．

できなければ，換気のできる場所での喫煙に限

定してもらいたいと思う．ぜひお願いします．

● メインテーマに沿った企画でした．臨床シン

ポジウムも興味深いものでした．もう少し，臨床

スライドを用意して欲しい．

● ポスター発表からデンツプライ賞が選ばれる

が，“デンツプライ三金”は，1－3－18 共同演

者，2－3－3 試作品の供与，2－3－10 共同演

者のように関与している．

辞退すべきか，デンツプライという冠をとるべ

きである．前回のときも共同演者に名を連ねてい

た．もし，これらが受賞すれば問題である．

回答（学術委員会）

賞の選 は全評議員が行うことになってお

り，特に問題はないと えられます．また，今

回は受賞対象からはずれています．しかし，今

後ご指摘の点に関しては検討いたします

2) 日本補綴歯科学会に対するご意見・ご希望

● 人工歯排列と用語集には書かれておりますが

配列が正しいと思います．国語学者に聞いて訂正

する必要があります．配列には配りながら並べる

という意味で排列とは全く違うように思います．

大山会長なら理解してくれると思います．

回答（用語検討委員会）

排列」と「配列」とは， 順序よく並べる

と」いう意味で，基本的には同義語ですが，大

字典（講談社)，日本語表記大辞典（三宝出

版)，漢和大字典（学研)，新明解国語辞典（三

省堂）など，いずれも［排列」をメインとして

おります．補綴分野では，かっては「配列」を

用いたこともあるようですが，近年は「排列」

を慣用語としておりますので， 人工歯排列」

は現行のものでよろしいかと えます．

● 認定医について

開業してしまうと更新がかなり困難になってく

るので，開業医の認定について更新規定を えて

欲しい．

回答（認定審議会）

認定医資格に更新の義務があるのは，認定医

が認定医にふさわしい力量をずっと維持してい

く必要があるからです．歯科医療は日進月歩で

あり，勉強を怠れば認定医という専門資格を失

うことになるのは，認定医が専門分野の知識や

技量に秀でていると日本補綴歯科学会が認める

「専門医」のお墨付きであることを えると当

然といえます．

何とか，5年間に最低1編の論文発表あるい

は1回の口演発表を行って下さい（共著者か共

同発表者でかまいません)．それ以外の更新必

要単位は学術大会などへの参加で補っていただ

けると思います．国民への説明責任を える

と，認定医の資格のない認定医をつくることは

許されません．どうかご理解のほどをお願いい

たします．

認定審議会としては，開業医の方々は平日に開

催される学術大会には参加しにくいという事情が

あるので，4単位が取得可能な認定医研修会を支

部学会において，あるいは単独で日曜日に開催す

る方向で検討を進めたいと えております．

● 補綴学会は基礎研究で表，グラフなどの発表

が多いが，開業医としては明日からすぐにでも診

療に取り入れることができるような臨床的な発表
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も多く取り入れて欲しい．会員も実際は開業して

診療を主にしている先生方が多いように思いま

す．それにより，国民へのアピールにつながると

思います．

回答（学術委員会）

開業医の先生方にもできるだけ多く学会に参

加していただきたいと えていますので，今後

とも臨床テーマを取り入れるよう努力していき

ます．

● 学会誌に依頼論文を増やしてもらいたい．依

頼論文だけでもカラーページを増やす配慮があっ

ても良いのではと えます．

回答（編集委員会）

現在，編集委員会では特集の企画を検討して

おり，依頼論文を増やすことを えておりま

す．カラーページに関してですが，予算面を

慮したうえで，できるだけ増やし，読みやい誌

面にするよう努めていきます．

3) 広報委員会に対するご意見・ご希望

● すばやくなったNewsletter大変結構です．

このスピードを続けて下さい．

今回も最後のページに切り離しアンケートを用

意いたしました．皆さまからの忌憚のないご意見

をお待ちいたしております．

（広報委員会)

国内関連学会報告

第33回日本口腔インプラント学会

7月18日（金）から20日（日）の会期で，今

期から日本口腔インプラント学会会長に就任され

た川添堯彬先生（大歯大）のもと，第33回日本

口腔インプラント学会総会・学術大会（第24回

日本口腔インプラント学会中部支部総会併催）

が，中部支部支部長である蒔田 人先生を大会長

として名古屋国際会議場において開催された．

医療をとりまく環境の変化は，歯科界にさらに

厳しい逆風となる様相も呈しているともいわれる

昨今， インプラント治療は歯科界の救世主とな

りうるかも」との期待度と注目度が，主催者側が

予想した参加者数をはるかに超える1,400名余り

ということにも現れていた．

メインテーマを『わが国における口腔インプラ

ントの最先端』とし，演題数213題と多数の発表

が行なわれ，またこのうち46題が認定医取得の

ための認定医ケースプレゼンテーションと，その

関心度の高さがうかがえた．企画講演は「再生医

療 ， 骨再生 ， 歯槽骨延長術 ， 即時荷重 ，

機能と審美の調和」など最先端の研究と臨床

テーマで構成され，1,300名収容の会場はフロ

アーに溢れる聴衆で超満員であった．

特別講演Ⅰでは「インプラントと再生医療―実

用化のすすむ骨再生―」と題し上田 実教授（名

大院医学研究科）が，特別講演Ⅱでは「骨延長を

利用したRidgeAugmentation」をテーマとし，

三次正春先生（香川県立中央病院歯科）が講演さ

れた．

教育講演は2題で「インプラント修復における

機能と審美の調和」を榎本紘昭先生（新潟再生歯

学研究会）が， インプラントにおける即時荷重

の最先端」を小宮山彌太郎客員教授（東歯大）が

講演された．

さらにシンポジウムテーマは「口腔インプラン

トにおける骨造成の最先端」と題し，岡崎恭宏先

生（津島市民病院)，澤 裕一郎先生（藤枝市立

総合病院)，菅井敏郎教授（東医歯大）により最

先端医療の報告がなされた．

また，認定医更新用教育講座では諏訪文彦教授

（大歯大）が「インプラント植立後の咀嚼開始時

期を求めて―骨組織・微細血管構築から見て―」
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